
伊勢原協同病院　外科 門多 由恵

第27回Wound Healing Societyにご招待いただいて

2015 年 4月29日～ 5月3日に快晴の Texas、San Antonioで開催された

第 27 回 Wound Healing Society（WHS）に招待され、「組織修復と幹細胞」

をテーマとする日本創傷治癒学会との合同セッションで‘脱細胞化肝骨

格と幹細胞を用いた人工肝臓グラフトの作成’について１）発表しました。

これは慶應義塾大学医学部外科学（一般 ・ 消化器）　北川雄光教授、

八木洋先生のご指導のもとで研究した成果であり、第 42 回日本創傷治

癒学会において順天堂大学医学部形成外科学　田中里佳准教授と共

に研究奨励賞を受賞した経緯から 2)、岡田保典教授、赤坂喜清教授に

いただいた機会です。

発表内容は、最適化した脱 / 再細胞化の手法を用いて作製したラット

脱細胞化肝骨格内に同種動物から分離した肝細胞と肝細胞機能を支

持し、肝 再 生に重 要 とされ る 間 葉 系幹 細 胞（mesenchymal stem cell: 

MSC）を経門脈的に一定期間共循環培養して再生着させ、MSC が再生

肝臓グラフト構築に及ぼす効果を生体内留置の実用性を含めて検討し

た結果です。まず、MSC 共培養群では幼若細胞を示す CD90/Thy1の

発現を認めました。次に、MSC は血管周囲に生着し、血管内皮細胞増殖

因子 (vascular endothelial growth factor: VEGF) および血管内皮細胞を

示す CD31の発現は肝細胞単独培養群より有意に増強しました。また、

細胞の接着や幼若細胞の生着にも関与する Integrin β1 とそのリガンド

である laminin の発現も有意な増強を呈しました。MSC が肝細胞 ・ 基質

間相互作用の中でこれらの発現に寄与し、肝再生に重要な細胞の制御

や血管新生に重要な要素であることが示唆されました。これら血管新生 ・

接着因子の発現は再細胞化した肝骨格を実際にラットに移植した後に

門脈血流の循環を経て更に増強しており、生体内での肝再生促進の可

能性が示されました。脱細胞化技術と幹細胞療法を融合した本手法は大

動物を経た臨床応用へ向けて更なる検討が進められております。ドナー

不足の現状から救命に至らない移植待機中の患者さんや日夜奔走して

いる全国の移植医療スタッフのためにも、脱細胞化肝骨格を用いた再生

肝臓グラフトが近い将来臨床の現場に反映されることを切に願います。

この度は大学院生時代に日夜励んだ研究成果を大勢の学会参加者

の方々に披露し、評価をいただく機会を得ましたことを大変光栄に思って

おります。また、native Englishで素晴らしい研究を発表された田中里佳

准教授、渡航から発表まで全行程でお世話になりました赤坂喜清教授、

セッションの聴講に来ていただいた慶應義塾大学医学部形成外科学　
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順天堂大学医学部形成外科学講座 田中 里佳

サンアントニオ開催、2015年 Wound Healing Society での思い出

貴志和生教授には、慣れない舞台に際して大きな

安心と楽しい思い出をいただき感謝の念に堪えま

せん。現地では、第 27 回 WHS の Lisa J. Gould 会

長、Co-Chair の諸先生、渡航前から温かい歓迎

と発表までの手解きをいただいた司会の Laura 

K. S. Parnell 先生や Susan W. Volk 先生らと共に

San Antonio の有名なアラモの砦やリバーサイドを

楽しむことができました。可愛い贈り物も頂戴し、

大変貴重な経験となりました。快く送り出してくださ

った北川雄光教授、論文の直接指導をいただきま

した八木洋先生、現職場であります伊勢原協同病

院外科の先生方、連絡を繋いでいただいた日本

創傷治癒学会事務局の稲見様をはじめ、ご助力

いただいた方々に心より御礼を申し上げます。

1. Kadota Y, Yagi H, et al: Mesenchymal stem cells support 

hepatocyte function in engineered liver grafts. 

Organogenesis 2014; 10 (2): 268-277

2. 門多由恵: 第42回日本創傷治癒学会「研究奨励賞」をい

ただいて. JSWH NEWS LETTER 2013; No.74: 1-3
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2015 年 4 月29日から 5月3日までの間、アメリカ ・

テキサス州サンアントニオ市にてアメリカ創傷治癒

学会学術集会（WHS）が開催されました。 この度、

初めての試みとして、日本創傷治癒学会とアメリカ

創傷治癒学会との合同セッションが開催されることと

なり、「Stem cells in tissue repair and regeneration」を

トピックとしたセッション で日本創傷治癒 学会を

代表して伊勢原協同病院外科の門多由恵先生と

ともに発表させていただきました。 座長はUniversity 

of  Pennsylvania  School  of  Veterinary  Medicine

の Susan W. Volk 先生と Wound   Healing   Society  

foundation   president の Laura Parnell 先生が務めて

くださいました。

WHS 会長の Lisa J. Gould 先生から発表前 10 分

間で日本の創傷治癒の現状や動向を紹介して欲

しいというリクエスト を頂いたので、 まず最初に、

「Wound Care in Japan」というタイトルで、1)日本の

再生医療について、2)下肢救済足病治療について、

3) 陰圧閉鎖療法（NPWT）について発表しました。

山中伸弥先生が iPS 細胞研究でノーベル生理学 ・

医学賞を受賞されたことで日本の再生医療研究が

さらに活性化され、安倍首相の成長戦略の一つの

矢として再生医療の研究を推進する運びとなった

ことについて、そして、2014 年11月25日に再生医

療等の安全性の確保等に関する法律（再生医療

新法）が施行され、日本において安全な再生医療

を実用化に向けて迅速に進められる環境が整備

されたことについて紹介しました。 また、 近年にお

ける日本の下肢救済足病治療に対する取り組みに

ついて、NPWT が入院と外来にて保険収載可能と

なり幅広い分野の創傷に対して利用できるように

なったことで日本の創傷治療の現場が大きく変化

したことを紹介しました。

次 に、「New generation of autologous peripheral 

写真：アラモの砦での夕食会。左から門多、赤坂喜清教授、田中里佳准
教授、ピッツバーグ大学医学部病理学　玉真健一先生。
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blood stem cell therapy for ef fective vascular and 

tissue regeneration」について 約 20 分間、私の長

年行っている研究内容について紹介しました。その

内容はというと、疾患により機能が低下した血管の

体性幹細胞である血管内皮前駆細胞（Endothelial 

Progenitor Cells; EPCs）の質と量を増幅させる無

血 清 生 体 外 培 養 増 幅 法 (Quality and Quantity 

Culture ; QQc) を開発し、少量の血液のみで実施

できる低侵襲 ・ 高効果な次世代の血管再生治療

の発明に成功したことです。これらの開発の経緯に

ついて、そして今までに得た基礎研究成果を基に

今年から実施している、「難治性四肢潰瘍患者を

対象とした自己末梢血単核球生体外培養増幅細

胞移植による血管 ・ 組織再生治療に関する第 I 相

試験臨床研究」に至るまでの研究成果について発

表しました。

本セッションが開催された大きな会場はほぼ満

員の状態で埋め尽くされていて、多くの学会参加者

に聴講いただくことができました。発表終了後は質

問のためにマイクの前に行列ができるほど多くの方

から質問を頂戴することができ、本セッションは多く

の参加者に興味をもっていただけたことを実感しま

した。WHS-JSWH 合同セッションの成功は学会終

了後に参加者による評価表という形で知ることが

できました。日本ではあまり目にしないシステムでは

ありますが、セッション全体と個人の発表について

細かいグレーディングスケールをもとに点数化され

ます。とても喜ばしいことに本セッションは本学会

で開催されたセッションの中で最も高い評価をい

ただけました。

発 表終了後には第 27 回 WHS の Lisa J. Gould

会 長、Co-Chair の 諸 先 生、座 長 の 先 生 方 に

WHS-JSWH 合同ランチョンを開催していただき、 

サンアントニオのリバーサイドにあるメキシカンレスト

ランで、 美味しい食事をいただきながらアメリカの

WHS メンバーと交流を深めることができました。そ

して、学会発表以外にも興味深かったことがありま

した。それは企業展示です。日本では目にすること

ができない創傷治癒被覆材、そしてその関連材料

や器具を手にすることができ、わくわくしながら企

業展示をすべて回ったことがもう一つの楽しい思い

出となりました。
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SWRRに会員の論文が掲載されました

会員の論文がWound Repair and RegenerationのVolume23 Issue No.2に掲載されました。論文名、会員の

著者は下記の通りです。

投稿規程に関しましては、Wiley Online Libraryの本ジャーナルホームページの右側にあるナビゲーション

バーより、<JOURNAL MENU> ⇒ <FOR CONTRIBUTORS> ⇒ <Author Guidelines>をクリックいただくか、

以下のURL先を直接検索窓にコピー＆ペーストして入手ください。

http://onlinelibrary.wiley.com/journal/10.1111/(ISSN)1524-475X/homepage/ForAuthors.html　

なお、投稿方法については、円滑な審査を行うために、2004年度よりオンライン投稿を推奨しております。

有馬　樹里  先生（日本医科大学付属病院　形成外科・美容外科）

赤石　諭史　先生（日本医科大学付属病院　形成外科・美容外科）

小川　令　先生 （日本医科大学付属病院　形成外科・美容外科）

　

「Hypertension: a systematic key to understanding local keloid severity」

P.213〜221

この度は大変貴重な経験をさせていただきま

した。このような機会を与えてくださった日本創傷治

癒学会と WHS 関係者の皆様に心から感謝申し上

げます。そして、今後も日本の創傷治癒研究の発展

に少しでも貢献していきたいと考えます。
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